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検証項目 内容 結果・成果

インフラ基盤
AWS + OpenSearch 
(ベクトルDB)

実装完了：高速な類似記事検索を実現

AIモデル選定
Claude 3.5 Sonnet / 
Haiku

選定済：コストと精度の最適バランスを確
認

UXPパネル
Adobe InDesign連携
プラグイン

動作確認：ドラッグ＆ドロップでの直感操
作に成功

【目的】 自治体広報制作の「完全デジタル化」と「省力化」

人口減少による人手不足と、広報制作業務の属人化を解決するため、産学官連携
でAIソリューションを開発。

解決する課題

• 属人化: InDesign等の専門スキル・熟練者に依存

• アナログ: 原稿形式がバラバラ（Word、手書き等）

• 資産死蔵: 過去の広報データが再利用困難

InDesign Server ×生成AI ×ベクトルDB

過去の膨大な広報データを「資産」に変え、対話だけでレイアウトを自動生成
するシステムを構築。

サービス構成図

プロトタイプ開発により実用性を実証

定量的な成果見込み

組版工程の短縮見込み
3日➡ 1日へ短縮を目指す

「守りのDX」「攻めのDX」の両軸でビジネススキーム化へ


